
 

様式第 2 号（第 8 条関係） 
審議会等会議録 

会議の名称 平成 30 年度 第 1 回 加須市渡良瀬遊水地利活用推進委員会 

開催日時 
平成 30 年 8 月 28 日（火） 

午後 1 時 30 分から午後 2 時 30 分まで 

開催場所 加須市役所 5 階 504 会議室 

議長氏名 服部 勝良 

出席委員 
服部勝良、宮崎悟、小野清貴、古峰孝、渡邉和浩、眞中紀、 
柿沼登志子、後藤毅 

欠席委員 村上正吾、松林秀樹、増田貴夫、須永伊知郎、大澤治雄、荒木健二 

会議次第 

1 開会 
2 委嘱状の交付 
3 市長あいさつ 
4 委員長・副委員長互選 
5 委員長あいさつ 
6 自己紹介 
7 議事 
 1）渡良瀬遊水地利活用推進計画の事業の進捗状況について 
  （計画の説明・一体的指定管理の説明・進捗状況の報告） 
8 閉会 

会議資料の名称 

資料 1 加須市渡良瀬遊水地利活用推進委員会設置要綱 
資料 2 加須市渡良瀬遊水地利活用推進計画の概要及び経過 
資料 3 渡良瀬遊水地中核施設等の一体的管理について 
資料 4 加須市渡良瀬遊水地利活用推進計画進行管理調書のまと 
    め 

会議の公開又は 
非公開の別 

公開 

非公開の理由  



 

傍聴者の数 なし 

説明者の職・氏名 
環境政策課：課長 成田 誠志 

主幹 相澤 睦、 
主幹 金久保 栄子 

事務局職員職・氏名 

環境安全部：部長 江原 和弘 
環境政策課：課長 成田 誠志、主幹 相澤 睦、金久保 栄子 
政策調整課：課長 宮嵜 秀樹 
商業観光課：主査 森田 旭 
北川辺総合支所地域振興課：副参事 永島 和男 
北川辺総合支所農政瀬建設課：課長 島田 和幸 
生涯学習課：課長 細田 周作 
スポーツ振興課：主査 戸井田 健 

会議録の作成方法 
■ 要点記録 
□ 全文記録 

その他必要な事項 なし 
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様式第 3 号（第 8 条関係） 
発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

事務局（金久保環境政

策課主幹） 
1 開会 

  
市長 2 委嘱状の交付 
  宮崎 悟委員、小野 清貴委員、古峰 孝委員、渡邉 和浩委員 
  眞中 紀委員、柿沼 登志子委員、服部 勝良委員、 
  増田 貴夫委員、後藤 毅委員 
  
市長 3 市長あいさつ 
  
市長（仮議長） 4 委員長・副委員長互選 
  委員長：服部委員  副委員長：松林委員  選出 
  
服部委員 5 委員長あいさつ 
  
各委員 6 自己紹介 
   
服部委員長 7 議事 
事務局 
・資料２：成田課長 
・資料３：金久保主幹 
・資料４：相澤主幹 
 
 
宮崎委員（アクリメー

ション振興財団） 
 
 
事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
 
 

（1）渡良瀬遊水地利活用推進計画の事業の進捗状況について 
 ・【資料 2】加須市渡良瀬遊水地利活用推進計画の概要及び経過 
・【資料 3】渡良瀬遊水地中核施設等の一体的管理について 
・【資料 4】加須市渡良瀬遊水地利活用推進計画進行管理調書の 

まとめ 
 

資料３の指定管理の件について 
渡良瀬総合グラウンドの指定管理を予定しているようですが、具

体的にはどのような管理（内容）を予定していますか。 
 
渡良瀬総合グラウンドの指定管理については、主に維持管理を予

定しています。収益を見込める施設ではありませんので、維持管

理費用につきましては、過去の維持管理料を参考に試算をして設

定をする、「指定管理料」を市からお支払いをして、管理をお願い

する予定です。またイベントなどを実施する場合は、国との調整

が必要になってきます。 
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宮崎委員（アクリメー

ション振興財団） 
 
 
 
事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
 
 
宮崎委員（アクリメー

ション振興財団） 
 
 
 
事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
服部委員長（加須市物

産観光協会） 
 
 
事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
 
小野委員（自治協力団

体） 
 
 
 
 
 

資料４の進捗状況について 
５頁の８２番。渡良瀬のエコスクールについて、具体的にどのよ

うに考えているか教えてください。 
 
 
エコスクールですので、環境に配慮しつつ、渡良瀬遊水地の立地

条件を生かした環境学習を行っていきたいと思います。 
受講側、実施する側を含めて単独実施では、人が集まらないので、

隣接の４市２町と連携して講座の開催に向けて取り組んでいき

たいと考えています。 
 
アクリメーション振興財団においても、加須市も対象として、環

境学習を実施していますが、この計画では、エコスクールの対象

を、市内のみでなく、市外も対象にしているということでよろし

いでしょうか。 
 
市外も対象に考えています。 
 
 
 
この委員会は、どのようなペースで開催を予定していますか。 
 
 
 
基本は進行管理は年１回を予定しておりますが、計画の改訂や、

渡良瀬遊水地を取り巻く状況に変化がある年は、数回開催するこ

ともあります。 
 
 
資料４の評価の仕方について 
この計画は、単年度計画と中長期計画がありますが、中長期計画

の中で、平成２９年度の計画が「実施予定なし」、２９年度の実績

で「実施予定なし」の場合、評価ができないのではないでしょう

か。 
また、逆に、同じ「実施予定なし」でも、「大幅に遅れている」「や

や遅れている」との評価があります。大幅に遅れている要因につ
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事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
 
宮崎委員（アクリメー

ション振興財団） 
 
 
 
 
古峰委員（加須市体育

協会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局（成田環境政策

課長） 
 
 
 
 
 

いて、中長期計画の取組のなかで、平成２９年度はこれを実施す

るなど、記載があると良いのではないでしょうか。 
単年度計画と中長期計画の分かりやすい掲載について、工夫が必

要だと思います。 
 
 
ご指摘ありがとうございます。ご指摘のとおり、実績・成果等や

評価の理由については、分かりやすい記載に努めていきたいと思

います。今後の参考にさせていただきます。 
 
 
資料４の表記について 
「大幅に遅れている」の評価のうち、平成３０年度以降も「実施

予定なし」の項目が見受けらます。もう少しまとめ方として、表

現を検討すると良いかと思います。 
 
 
関連になりますが、スポーツ振興課が所管している河川敷の事業

は順調に推移していると思います。しかし、「実施予定なし」の項

目がありますが、事業の概要をあげる段階で検討が必要だったの

ではないでしょうか。 
また、現時点での評価として「遅れている」「実施予定なし」など

のマイナスイメージの項目があります。水上スポーツの項目の記

載（カヌーヨット）が、その例だと思いますが、市外利用者・市

内利用者の場合でも評価の考え方も異なるかと思いますが、この

計画のとりまとめ方法として、どのようにお考えになっています

か。 
 
 
宮崎委員と古峰委員のご指摘のとおり、「今後予定なし」の表記

は、全く事業を実施しないとの誤解を招く表記だと思いますの

で、表記方法に注意しながら作成していきたいと思います。 
また、状況の変化もございますので、短期的には「できる」、「で

きない」が、はっきりしてきている状況もあります。 
表記全般に誤解のないように今後は資料作成に注意していきた

いと思います。 




